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新補強材と コ ン ク リー一　5の応力伝達に関す る研究

　　　（その 2　付着の解析結果）
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　前報そ の 1 に示 した解折方法とモ デル によ り、 数値計算した結果と考察につ い て述べ る。

　 4　 コ ン ク リートの 変形

　図 4 は新補強材の軸方向の変位である。 K 点が コ ン クリ
ー トに埋め込まれた部分とそ うでな い 部分の 境目で

あ り、付着面のすべ りがな い と仮定して い る の で、こ の 位置の変位が コ ン クリ
ー

トの 変形を比較するときの 指

標に なる。 表 2は コ ン ク リートに埋め込 まれて い ない 部分の 新補強材に 生 じる引張応力度を同じに したとき の

K 点の変位であり、新補強材の断面積が大きい ほ どコ ン ク リートの 変形が大 きい 。表 3 は コ ン クリートに埋め

込まれて い ない 部分 の 新補強材中の繊維に生 じる引張応力度を同じにしたときの K 点の 変位であ り、新補強材
の 断面積が大 き い ほ どまた新補強材の ヤ ング率が大きい ほどコ ンク リートの 変形が大き い 。

　 5　新補強材の 引張応力度の分布

　図 5 は新補強材の 軸方向の 引張応力度の 分布である。
コ ン ク リートに埋め込まれた部分とそ うでない部分の

境 目の K 点で 、 引張応力度の分布が大き く変化 して い る。その傾向はヤ ング率の 小 さ い 新補強材ほ t
’
，また断

面積の 小 さ い 新補強材ほ ど顕著であるe なお新補強材の 剛性が同 じ場合で、コ ン ク リー
トに埋め込 まれて い な

い 部分の 新補強材 に生 じる引張応力度を同じに して比 較すると、引張応力度の分布は 同じになる。

　 6　付着応力度

　図 6 は コ ン ク リートに埋め込 まれ て い な い部分の 新補強材に生 じる引張応力度を同 じにし て比較 した付着応
力度の 分布である 。 それほ ど明確ではない が、ヤ ン グ率が小 さ い ほ どまた断面積が大きいほと 付着応力度は
大きくなる傾向が見 られる 。 図 7は コ ン ク リ

ー
トに埋め込 まれ て い な い部分の覇補強材申の繊維に生 じる引張

応力度胴 じに して比較 した付着励 度の分布である漸 飆 材の ヤ ン 郷 が大 きV・もの ほ ど付着応嬢 が大
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図 4　新補強材の変位

表2　コ ンクリートに埋め込まれていない部分の醐 材　　　　表3　コ ンクリートに壜鋤込まれ ていない琶院 鱶維
の弓鵬 飼渡を1000  r／  としたときの K点の 慰   ）　　　　の弼既 1力度を  gf／  としたときの K点m麹 om）

強　の ヤ ン 　　1k 客f／cm2
5 10 20

0．95 一 0．00230 ．0021新補強材

の断面積

　C皿
2L900

．00340 。00390 ．0044
3．800 ．00760 ．0064 一

新補強材の ヤ ン グ率105kfん m2

5 工0 20
o．95 一 0。00230 ．0041新補強材

の 斷面積
　C皿

2Lgo0
．00170 ．00390 ．0088

3．800 ．00380 ．0064 一

AStudy　on 　Stress　Transmission　between　New　Reinforcing　Material
and 　Concrete

　　　　（Part2　Analysis　Result）

1449

Hirai　T4kayuki　et 　al ．

一897一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

髫 い。

　 7　 まとめ

　今回は 、
コ ン クリ

ー
トと新補強祕の 付着面でのすべ り、また新補強材が近接して配 向された場合の影響な ど

を考慮しなか っ たが、次の ような解析結果となっ た。

　 ・ コ ン ク リートの変形は、コ ン ク リ
ー

トに埋め込まれて い ない 部分の 新補強材に生 じる引張応力度が同 じと

　　き、漸補強材の 断面が大髫い ほ ど大き い。

　・コ ン クリ
ートの 変形は、コ ン ク リ

ー
トに埋め込 まれ てい ない部分の新補強樗申の綴維に生 じる引張応力度

　　が同じとき、新補強材の鰯性が大 きい ほ ど大 き い 。

　・新補強材の 引張応力度の分布は、新補強枋の ヤ ン グ率が小 さい ほ どま た断面積が 小 さ い ほど急に変化 し．

　　応力集申が起 こ る傾向にある。

　・新補強紡の 引張応力度の分布は、コ ン クリ
ートに埋め込まれ てい ない 部分の 新補強材の引張応力度を同じ

　　に して 比較す ると、新補強材の 謝性が同じであれば同 じである e

　 ・付着応力度は、コ ン クリ
ー

トに埋め込 まれて い ない部分の 新補強材 中の 繊維に生 じる引張応力度を岡じに

　　 して比較すると、新補強材のヤング畢が大きい もの ほ ど大きい 。
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コ ン ク リートに 埋め込まれ て い な い 部分の 纖 維の 引張応力度を2000kgf！cm2 と し たときの 付着応力度
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